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第１９回ＣＰＤセミナー・公開講座・技術士第二次試

験合格者祝賀会（高知） 

平成 25 年 6 月 15 日（土）に「高知会館」にお

いて行われました。（参加者 60 名） 
（公社）日本技術士会四国本部の須賀副本部長

より開会挨拶で始まり、続いて、技術士第二次試

験合格者の自己紹介、小川会員より（公社）日本

技術士会四国本部の紹介がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須賀副本部長の挨拶 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二次試験合格者の自己紹介 

〈CPD セミナー〉 

演題：「津波避難困難地域解消に向けて～高知市

の事例～」 
講師：高知市役所地域防災推進課課長 
     横山 成郎 氏 

津波から高知市民の命を守る対策として①地区

別津波避難計画の策定、②津波避難路及び避難場

所の整備、③津波避難ビルの指定の３本柱で行な

っていること、沿岸部の津波避難困難地域解消対

策として、現段階ではモデル的に避難歩行速度を

1ｍ/秒、避難可能時間を 5 分（最短時間）として、

避難可能距離を 300ｍとして避難困難地域を抽出

して避難施設の位置を設定していること、「津波避

難、あなたならどうする」として高知工業高校の

研修中に地震が発生し津波が来る場合についての

事例をお話し頂き、改めて津波避難のあり方を考

えさせられた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

横山講師の講演 

〈公開講座〉 

演題：「高知県を強靭化へ～黒潮町の取組み～」 
講師：黒潮町町長 
     大西 勝也 氏 
内閣府より、黒潮町が震度７，津波高 34.4ｍと

発表された時には、住民にはあきらめの気持ちが

広がり、行政もパニックとなったが、町長を初め

全職員 200 名で防災対策に取組むこととした。ま

た、黒潮町を 283 班に細分化し、班単位でのワー

クショップを開催することにより住民の参加率を

上げ、住民一人一人の防災意識も高まり、住民か

らのあきらめの声がでにくくなり、大きな効果が

あったとのこと。また、今後、１軒１軒の津波避



難カルテや避難マップの作成も行なっていくとの

こと。大西町長の力強いリーダーシップのもと全

職員一丸となって防災対策に取組んでいることと、

町長の津波防災から住民を守るという強い意志が

伝わってきた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大西講師の講演 

 
〈技術士第二次試験合格者祝賀会〉 

祝賀会は、山本副代表幹事の挨拶・乾杯で宴が

始まり、会員同士の懇親を深め、幹事の中締めで

閉会しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祝賀会の様子 


